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1月26日～28日 nano tech 2022に出展
１月26日〜28日まで東京ビッグサ

イトで開催されたnano tech2022に、
公立千歳科学技術大学（科技大）と
ＰＷＣが共同出展しました。
展示会では、ＰＷＣが産学官共同

研究事業として実施している研究ク
ラスターの紹介のほか、科技大から
は、髙田研究室のカーボン材料の作
製方法と応用研究や、文部科学省
「マテリアル先端リサーチインフラ事

業」について紹介しました。
コロナ禍の開催ではあったものの、

来場者は、３日間で10，607名、ブー
ス来場者は50名あり、ビジネスマッチ
ングシステムを活用した面談も行わ
れました。
オンライン展示は、２月28日まで開

催していますので、興味のある方は、
引き続き、ご活用ください。
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３
月
４
日
13
時
か
ら
千
歳
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
・プ
ラ
ザ
で
、
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Ｗ
Ｃ
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イ
オ
ミ
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ス
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催
し
ま
す
。

本
講
演
会
で
は
、
寒
冷
地
特
有
の

問
題
で
あ
る
着
雪
氷
や
、
雪
崩
な
ど

の
雪
氷
害
と
、
フ
ジ
ツ
ボ
な
ど
の
海

洋
付
着
生
物
が
、
発
電
所
や
港
湾
イ

ン
フ
ラ
な
ど
に
付
着
す
る
こ
と
で
起

こ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
表
面
現
象

で
あ
る
「滑
」と
「着
」に
着
目
し
て
、

事
例
紹
介
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②
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は
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チ
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を
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し
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
は
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歳
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あ

る
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海
道
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」
の
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つ
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タ
ン
ペ
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」を
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で
す
か
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支
笏
湖
北
、
恵
庭
岳
の
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に
あ
る
神
秘
の
湖
と
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わ
れ

て
い
ま
す
が
、
見
る
角
度
に

よ
っ
て
は
ハ
ー
ト
形
に
見
え

る
可
愛
い
湖
で
も
あ
り
ま
す
。

湖
を
見
渡
せ
る
展
望
台
も

あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

現
在
は
法
面
崩
落
の
た
め
通

行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
通
し
た
際
に
は
、
ド
ラ
イ

ブ
の
寄
り
道
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【マテリアル先端リサーチインフラ事業】

科技大では、平成
24年度から令和３年
度まで10年間、文科
省「ナノテクノロジー
プラットフォーム」に
参画してきましたが、
その後継事業として、
今年度から新たに発
足した文科省「マテリ
アル先端リサーチイ
ンフラ事業(ARIM）」
に採択されました。

この事業は、データ
を活用した研究開発
の効率化、高速化、
高度化（マテリアル
DX）に対応するため、
高品質なデータを産
学官から収集・蓄積・
流通・利活用できる
仕組みを構築します。

科技大では、有機
エレクトロニクスや、
有機色素、無機セラ
ミックなど光・電子を
制御する新規ナノデ
バ イス創製や、生体
材料、光学高分子、
バイオミメティクスに
関する研究開発を支
援しています。

【利用手順】
①事前確認：実験・測
定可能か判断
②申請、③審査を経て、
④設備利用
⑤成果報告書の作成
⑥成果公開（非公開型
除く）
【利用形態】
①利用相談（無料）
②技術相談

③技術代行
④技術補助
⑤機器利用
⑥共同研究

【利用料金】
一般利用
5,000円/日（大学等）

10,000円/日（企業）
＜ARIMの利用料金は
未定＞

【主な設備】
・液体クロマトグラフ質
量分析器（LC-MS）
・電界放出型走査電子
顕微鏡
・ラマンイメージング
・透過型電子顕微鏡
・核磁気共鳴装置
(NMR)など

ホトニクスワールドコンソーシアム通信
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